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２年生教師 年目 保健体育A 36
１年生教師 年目 国語B 16
１年生教師 年目 国語C 16
２年生教師 年目 公民D 11
２年生教師 年目 国語E 8
２年生教師 年目 地理歴史F 8
２年生の選択科目及び３年生教師 年目 福祉G 6








（４）実際の授業展開 （５）発問 （６）話し合い・グループワーク （７）板書
（８）ノート指導 （９）教育機器 （ ）生徒への接し方10
( )教育実習生への期待（ ）教育実習でいかに学ぶか11 12
（１）実習指導の際に指導教員として心がけている点
指導内容 （教師 ）1-1 A
保健体育の実習に来るほとんどの学生はスポーツを行っていて、競技の世界には慣れて
いるが、学校には様々なモチベーションを持った生徒が授業に集まってくるため、このよ
















































































指導内容 （教師 ）2-3 D
教師から一方的に「これは大事ですよね」と言うのではなくて、生徒に「あ、ほんとに
」 、 。 、大事だな と実感させるために どのような手立てをとるのか 反抗期の生徒もいるので
「何言ってるんだ、そんなことあるか」と思っている生徒が少なくないところで、いくら
教師が説明しても、生徒には通じない。私自身も以前は、生徒に発言を求めるときに「何






















































、 、 、ないことが多く 具体的に評価するなら どこまで力がつけばいいのかという点について
考える必要がある。




















































指導内容 （教師 ）4-2 C
、 。「 」音読させるのであれば 何のために音読をさせるのか ●●に気をつけながら読もう
というように、そこでの学習活動の目当てを示してあげるといい。例えば「主人公の気持











、 。 、 、もう一声 二声かけてあげる方がいい 同じようなことを書いてる生徒が２ ３人いたら
「こういう意見が多いね」と言ったり、誰かにその場でパッと言ってもらって、その生徒








班面白そう」とか 「何でこういうふうに考えたんだろう、聞いてみたいな 」と思うグ、 。
ループに目をつけておいて、その生徒を当ててみる。机間指導にはそのようなねらいもあ
る。
指導内容 （教師 ）4-5 E
人間は同時に幾つものことができない。教員になって底辺校へ行ったなら、１回に指示
は１つ 「これをやって、次にこれやって、次にこれをやるんだよ」と言っても、まずだ。


















































」 、 、う聞き方ができるな といったように 生徒によって問いかけ方を変えることができるが



















という理由を自分で考える といったように 段階を追って発問する 国語であれば 何、 、 。 、「























指導内容 （教師 ）6-1 B
話し合うというのは発表し合うこととは違う。グループの中で生徒どおしでそれぞれの
考えを発表したあとに、何について話し合うのかイメージして欲しい。グループに４～５
人いて 「じゃあ、誰々さん 「はい。私は、こうだと思います 。その間に他のメンバー、 」 」



















































指導内容 （教師 ）7-1 B
重要なところを他と区別するための工夫として色分けも必要。黄色は目立っていて見や
すいが、赤は文字を書くと見えにくいので、線を引く専用にするといい。














































。「 」 「 」な声かけをしてあげるとへこまずに済むか 雰囲気出ていたよ とか 抑揚ついてたね
といったように言葉をかけてあげると自信につながる。












指導内容 （教師 ）10-6 C
最初から授業に全く参加しない生徒に対しては、放置ではなくて、何かしらのアクショ
ンを起こしてほしい。集中力が切れたときに「頑張って」と言うだけではなくて、他の違
、 。 、うことをさせてもいいし 立って全員に音読させてもいい 色々なやり方があると思うが
声かけは最低限したほうがいい。熟睡していると、声をかけても起きない可能性もあるの























































段の授業では 「あ、こうすればうまくいくかも」とか 「やっぱりだめだったか」とい、 、
ったように、自分で試行錯誤しながら考えているので、そのようにまずは自分自身で考え
て欲しい。











































指示するよりも 教育実習生自身が試行錯誤しながら考えることを促している点である 指、 （


























ーの際に聞き取りを行った。インタビュー時間は教員 人当たり約 分、インタビュー1 90
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グループに４～５人いて 「じゃあ、誰々さん 「はい。私は、こうだと思います 。そ、 」 」





















































































































































































































。 、「 」教えられたことをずっとノートに書いている 英語も穴埋めで そこに何が入りますか
「うん？これかな？」というだけで、全体が見えない。
「 」 、「 」何の話の中のこれはどこなの？ とか そんなことを言うのはどうしてなんだろう
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